
全国歴史資料保存利用機関連絡協議会（全史料協） 

令和 7年度総会開催結果概要 

• 日時: 令和 7年 8月 23日（土曜日）午前 9時 30分～11時 10分 

• 開催方式: Zoomを利用したオンライン形式 

• 議長: 相模原市立公文書館 山口和明館長 

• 参加者数: 71人（参加申し込み数、実際の開催時には Zoomへの入退室があ

り人数の増減がある） 

〔開催内容〕 

1. 開会あいさつ 

会長辻川敦から開会あいさつ 

 

2. 議長選出 

事務局提案により相模原市立公文書館山口和明館長を議長に選出 

 

3. 報告 

（1）第 26 期（令和 7・8年度）役員等について 

本部事務局から総会資料のとおり報告 

（第 25期からの変更点） 

・人事異動・役職交代・役員増員等による変更あり 

・監査機能整備充実のため監事を１人増員して 2人体制とし、新監事に機関 

会員北海道立文書館松本正克館長就任 

・会長・副会長・各委員会事務局機能を一元化して本部事務局体制とし、本部 

事務局長を置く、本部事務局長は理事とする 

（2）会員数の現況等 

   本部事務局から総会資料のとおり報告 

（3）地域別協議会活動報告 

   関東部会長から総会資料のとおり報告、近畿部会は欠席につき書面報告 

（4）会員海外派遣事業手続きについて 

   本部事務局国際交流担当から、令和 6年度作成・承認の海外派遣事業実 

   施要項にもとづき海外派遣事業手続きを総会資料のとおり定めることを報告 

（5）令和 5・6年度の表彰について 

   本部事務局から、功労賞と感謝状の候補者を役員会で検討中であることと、 

   奨励賞について 9月 30日まで推薦を受け付けていることを口頭報告 



4. 議事 

（1）令和 6(2024)年度事業報告 

旧会長事務局・副会長事務局・各委員会から総会資料のとおり報告 

（2）令和 6(2024)年度決算報告 

  本部事務局から総会資料のとおり報告 

  会長から補足として事務支局委託料増額等の理由により年度繰越金が減少し 

  ているので令和７年度以降収支均衡化を図ることを説明 

（3）令和 6(2024)年度監査報告 

  監事から総会資料のとおり監査結果報告、会務・会計適正執行を承認、あわ 

  せて監事から要改善点指摘（総会資料掲載「監査報告にかかる意見」）提出、 

  指摘事項を共有し今後改善に努めることを確認 

（4）令和 7(2025)年度事業計画 

  本部事務局・各委員会から総会資料のとおり報告 

  ・総務・財務 本部事務局体制のもと会務を執行する 

  ・国際交流 2025年 10月開催 ICAバルセロナ大会への会員派遣を募る 

  ・大会・研修委員会 11月開催天草大会に向けて準備を進める 

  ・調査・研究委員会 島嶼部資料の調査を予定、公文書館機能セミナー開催 

見送り、災害対応業務は本部事務局に移管 

  ・広報・広聴委員会 会誌会報編集発行、Webサイト管理等実施 

  ・能登半島地震 文化財等救援委員会の活動情報を発信し、引き続き会員の 

現地活動参加を募る 

（5）令和 7(2025)年度予算 

  本部事務局・各委員会から総会資料のとおり報告 

  令和 6年度決算結果を受けて予算編成を見直し収支均衡化を図る 

以上の各議事事項について、すべて異議なく原案どおり承認 

5. . その他 

会長から以下の事項についてコメント 

・本部事務局体制の困難、負担集中、委員会活動や本部事務局への会員の積 

 極的参加・協力の呼びかけ 

・会員のニーズにこたえる活動の継続、会員からの提案も求める 

・中長期的な組織再編のあり方に関する検討チーム及び 50周年記念事業検討 

 チームによる検討の継続 

以上 


